
<研究の概要>

臨床心理学（認知行動療法），心理情報学，認知神経科学
のアプローチを活用しながら，「抑うつや不安をもたらすさまざ
まな脆弱性を可視化し，介入方法を創出すること」を大きな研
究目標としている。以下を主要な研究テーマとして，奈良先端
科学技術大学院大学，ピッツバーグ大学，広島大学をはじめ
とした，他機関との連携を通じた共同研究を進めている。

①人工知能技術と様々なデバイス（スマートフォンやVRなど）
を活用した，心身の状態のアセスメントと介入方法の開発
②うつ病をもたらす認知的・生物学的脆弱性の可視化
③脆弱性を直接的に変容する行動的介入方法の創出
④困難状況における適応・回復をもたらす「レジリエンス」の生
物学的基盤の検討

現在は特に，様々なモダリティのライフログデータやアプリ，
センシング機器などを用いて，健康増進やQOLの向上に寄与
するアプローチの開発に焦点をあてた研究を行っている。

心を可視化・予測・調整する学際的アプローチ
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・認知課題，生理指標，機械学習を用いた心理学研究全般
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約50日間のライフログに基づく
頭痛をもたらす行動習慣の可視化

抑うつの保護因子となりうる，扁桃
体を起点とした機能的結合性
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